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1. 包括設計コード（土木学会）
2. 土木構造物に対する作用の指針（衝撃作用部分の抜粋）（土木学会）

3. 各種 RC部材・構造物に関する性能照査のための実験例

4. 海外の落石防護柵性能照査試験法
5. スノーシェッド PC主桁の補強に対する実験による性能照査事例

6. 落石防護柵の性能照査事例
7. 落石補強土擁壁工の性能設計法の検討例

8. フランスにおける新形式のロックシェッド
9. 防護構造物の性能確認実験例（Video映像を含む）

(1) Δ型スリット性能確認実験

(2) ソイルセメントを用いた砂防堰堤の衝撃性能確認実験
(3) 高エネルギー吸収落石防護柵ループフェンス工法性能確認実験

(4) MRK実験ビデオ
(5) カーテンネット工の耐衝撃性能確認実験

(6) 車両用防護柵性能確認試験

付属 DVDの使い方
付属 DVDを DVDドライブに挿入し，DVDドライブ内にある index.htmlをダブルクリッ
クして起動してください．

ご注意
付録のＤＶＤの実行結果につきましては，万一損害等が発生しても，公益社団法人土木学
会は一切の責任を負いません．あらかじめご承知置きください．


